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序

本県には､ これまでに発見された約4,600箇所の遺跡をはじめとして､

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています｡ これらの埋蔵文化

財は､ 地域の歴史や伝統を理解し､ 未来を展望した彩り豊かな文化を創造

していくうえで､ 欠くことのできないものであります｡

一方､ 一般国道７号琴丘能代道路をはじめとする高速交通体系の整備は､

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根幹

をなすものであります｡ 本教育委員会ではこれら地域開発との調和を図り

ながら､ 埋蔵文化財を保存し､ 活用することに鋭意取り組んでおります｡

本報告書は､ 一般国道７号琴丘能代道路建設に先立って､ 平成13年度に

能代市で実施した塞ノ神遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります｡

調査では､ 古代の竪穴住居跡などが発見され､ 当時の人々の生活の一端が

明らかになりました｡

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され､ 埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります｡

最後になりましたが､ 発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり､ 御協

力いただきました国土交通省東北地方整備局能代工事事務所､ 能代市､ 能

代市教育委員会など関係各位に対し､ 厚くお礼申し上げます｡

平成15年３月

秋田県教育委員会

教育長 小 野 寺 清



例 言

１. 本書は､ 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る塞ノ神遺跡の発掘調査報告書である｡

２. 本書は､ 平成13年度に発掘調査された秋田県能代市字塞ノ神に所在する､ 塞ノ神遺跡の調査成果

を収めたものである｡

３. 発掘調査成果については､ 既にその一部が 『秋田県埋蔵文化財センター年報20 (平成13年度)』

および発掘調査報告会資料などによって公表されているが､ 本報告書を正式なものとする｡

４. 本書に使用した図は､ 国土交通省東北地方整備局能代工事事務所提供の 『工事路線計画図』､ 建

設省国土地理院発行の25,000分の１ 『能代』 『森岳』 である｡

５. 遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は､ 農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本

色彩研究書色票監修 『新版 標準土色帖』 2001年版に拠った｡

６. 本書第５章の自然科学分析は､ 下記に委託した分析報告である｡

放射性年代測定……………………株式会社パレオ・ラボ

出土炭化材の樹種同定……………株式会社パレオ・ラボ

７. 発掘調査ならびに本書の刊行にあたって､ 次の方々より御指導､ 御助言を賜った｡ 記して､ 感謝

申し上げます｡ [順不同､ 敬称略]

山崎和夫 播摩芳紀

８. 本書の執筆・編集は藤田賢哉が行った｡

凡 例

１. 遺構番号は､ その種類ごとに略記号を付し､ 種別を問わず検出遺構順に連番としたが､ 発掘調査

と整理作業の過程で欠番としたものもある｡ 遺構の種類に用いた略記号は下記の通りである｡

ＳＩ・・・・竪穴住居跡 ＳＢ・・・・掘立柱建物跡 ＳＡ・・・・柱 穴 列

ＳＤ・・・・溝 跡 ＳＫ・・・・土 坑 ＳＮ・・・・焼 土 遺 構

ＳＫＰ・・・柱穴様ピット

なお､ 遺構図面中に記したＰは竪穴住居跡・掘立柱建物跡・柱穴列に伴う柱穴､ ＲＰは土器､

ＲＭは鉄滓､ Ｓは礫を示すものである｡

２. 土層番号に用いた数字は､ 基本層序にローマ数字を､ 遺構土層に算用数字を使用している｡
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

一般国道７号琴丘能代道路建設事業は､ 一般国道７号線の自動車専用道路として､ 山本郡琴丘町か

ら山本郡二ツ井町までの全長33.8㎞を整備する事業である｡

一般バイパスとしてすでに事業化されていたが､ 平成元年度に高規格道路網の整備促進の一環とし

て､ 自動車専用道路に規格変更された｡ その後工事が進められ､ 平成４年度には八竜ＩＣから能代南

ＩＣまでの4.1㎞が､ 暫定供用区間として開通した｡ 能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間 (6.7㎞) の区間延伸

は平成６年度に決定し､ 平成12年度に工事が開始されている｡

これを受けて秋田県教育委員会は､ 平成12年度に能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間を対象とした遺跡分布

調査を行い､ その結果塞ノ神遺跡を含む２ヵ所が､ 同年度中の遺跡確認調査の対象となった｡

平成12年９～10月､ 塞ノ神遺跡確認調査は工事区域内の10,000㎡を対象に行われ､ この結果､ 10,000

㎡のうちの6,000㎡が発掘調査が必要と判断され､ 平成13年度の調査に至った｡

第２節 調査要項

遺 跡 名 称 塞ノ神遺跡 (さいのかみいせき)

遺 跡 略 号 ３ＳＮＫ

所 在 地 秋田県能代市字塞ノ神82－７外

調 査 期 間 平成13年６月４日～８月24日

調 査 目 的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る事前発掘調査

調 査 面 積 6,000㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 藤田 賢哉 (秋田県埋蔵文化財センター中央調査課学芸主事)

菊地 亮 (秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

佐々木公法 (秋田県埋蔵文化財センター中央調査課非常勤職員)

(現 秋田市立桜中学校臨時講師)

総務担当者 土橋 謙一 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

佐々木敬隆 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

成田 誠 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代工事事務所 能代市教育委員会

《参考文献》

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財報告書第324集 2001 (平成13) 年
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第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

秋田県北部沿岸地域は出羽丘陵地の北寄りに位置し､ 北は白神山地､ 東は奥羽脊梁山脈より分岐す

る太平山山地に連なる七座山山地－房住山山地に囲まれた地域である｡ この地域を西流し日本海に至

る米代川は沖積平野を形成し､ 当遺跡の所在する能代市の中心部となっている｡ この地域の地形は､

米代川によって南北２地域に分割されているが､ 概ね山地､ 丘陵地､ 台地・段丘地､ 低地と大きく4

つに区分され､ 東から西へ､ 房住山 (標高404ｍ) がそびえる房住山山地､ 標高約100～200ｍの羽立

丘陵地､ 標高約80～100ｍの桧山・山本丘陵地を経て､ 標高５～60ｍの志戸橋野台地・浅内・成合台

地､ さらに浅内海岸低地､ 能代砂丘へと繋がっている｡

浅内・成合台地は浅内海岸低地と鵜川

川低地の間に挟まれた武蔵野面相当の台

地とされ､ 南北約８㎞に展開している｡

土壌統は大部分が表層腐植質黒ボク土の

大川口統であるが､ 西縁に埋没腐植層の

ある淡色黒ボク土の切明統がみられる区

域もある｡ 塞ノ神遺跡はこの浅内・成合

台地の北部､ 米代川河口から南東へ約６

㎞､ 日本海までは西に直線で約５㎞の北

緯40°9′47″､ 東経140°2′54″に位

置している｡
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第１図 遺跡の位置
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第１節 遺跡の位置と立地
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第２図 遺跡周辺の地形区分図
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第２節 歴史的環境

能代市の遺跡は台地・段丘上に多く確認されている｡ その数は約180を数え､ 縄文前期の大型住居

跡が検出された杉沢台遺跡 (国指定史跡) をはじめとして､ 注目される遺跡が数多い｡ 能代市の米代

川左岸に位置する浅内・成合台地においても､ 昭和58年度の東北農政局の能代開拓建設事業に係る緊

急発掘調査および昭和62年度の一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る発掘調査などによって調査

結果が多く報告されている｡ ここでは塞ノ神遺跡が立地する浅内・成合台地の遺跡を中心に述べるこ

とにする｡

１ 旧石器時代

浅内・成合台地周辺の旧石器時代の遺跡としては､ 塞ノ神遺跡から南西約２㎞に位置する此掛沢Ⅱ

遺跡 (第３図､ 第１表12) がある｡ この遺跡は､ 米代川流域において初めて確認された旧石器時代の

遺跡であり､ 石器が1,750点以上出土し､ 中でも米ヶ森型台形石器が多く米ヶ森型技法が能代まで及

んでいたことを証明している｡ その他の旧石器時代の遺跡では､ 塞ノ神遺跡から南南西へ２㎞の逆川

遺跡 (26) で石核・石刃等が約20点出土している｡

２ 縄文時代・弥生時代・続縄文時代

昭和61年度には､ 成合台地上にある寒川Ⅰ遺跡 (18) と寒川Ⅱ遺跡 (19) が発掘調査された｡ 寒川

Ⅰ遺跡は縄文時代早期末葉の竪穴住居跡とそれに伴ってトランシェ様石器31点などが出土し､ その他

縄文中期の竪穴住居跡､ 縄文後期の竪穴住居跡と土器棺墓・土坑墓､ 弥生前期の土器捨て場が見つかっ

ている｡ その南側に隣接する寒川Ⅱ遺跡においては､ 続縄文文化の土坑墓が検出されている｡ 寒川地

区においては､ 多時期にわたる多様な遺構・遺物等の検出が認められ､ 集落が断続的に営まれていた

と考えられている｡

平成13年６～７月に能代市教育委員会によって調査された相染森遺跡 (３) は､ 塞ノ神遺跡の北0.6

㎞に位置し､ 縄文時代中・後期の土器および石器等が出土している｡ 塞ノ神遺跡から北へ約１㎞に位

置する柏子所Ⅱ遺跡 (５) では､ 平成13年度の秋田県教育委員会による遺跡確認調査の結果､ 縄文後

期の遺物が出土した｡

縄文時代晩期の遺跡では､ 能代市で初めて発掘調査が行われた柏子所貝塚 (６) がある｡ 塞ノ神遺

跡から北へ約１㎞に位置するこの遺跡は､ 昭和30年１月に県指定史跡に登録され､ 昭和30年10月から

33年８月にわたって３回の発掘調査が行われた｡ その結果､ 縄文晩期大洞Ｂ～Ｃ１式期の貝塚である

ことが分かり､ ７基の土坑墓から８体の人骨が見つかっており､ 当該期の埋葬方法を知る貴重な遺跡

である｡

３ 古 代

昭和62年に発掘調査が行われた福田遺跡 (24) ・十二林遺跡 (20) は､ 周囲を溝や柱列によって区

画された集落跡である｡ 特に十二林遺跡は､ 居住域に須恵器窯や土器焼成遺構・製鉄炉など､ 生産を

目的とする遺構が検出された｡

上ノ山Ⅱ遺跡 (14) は､ 平坦な台地上を利用した平安時代の集落跡で､ 131,500㎡の広大な範囲を

占める遺跡である｡ そのうち昭和58年度と昭和60年度の二度にわたって計6,915㎡が調査され､ 竪穴

第２章 遺跡の環境
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住居跡が39軒､ 掘立柱建物跡が13棟検出された｡ また平成13年度に秋田県教育委員会が実施した遺跡

確認調査の結果から古代の竪穴住居跡が見つかり､ 隣接するムサ岱遺跡 (15) とともに発掘調査され

ることになった｡ これらは大規模な古代の集落跡であることが予想される｡

《参考文献》

１. 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図 (中央版)』 1990 (平成２) 年

２. 秋田県教育委員会 『一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ－寒川Ⅰ遺跡・寒川Ⅱ遺

跡－』 秋田県文化財調査報告書第167集 1988 (昭和63) 年

３. 秋田県教育委員会 『一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－福田遺跡・石丁遺跡・蟹子

沢遺跡・十二林遺跡－』 秋田県文化財調査報告書第178集 1989 (平成元) 年

４. 和泉昭一・澤谷敬・長谷川潤一・藤澤昌・安田忠市・谷地薫 『秋田ふるさと紀行ガイドブック 史跡・考古編』 秋田県

教育委員会 1999 (平成11) 年

５. 能代市史編纂委員会 『能代市史 資料編 考古』 能代市 1993 (平成７) 年

６. 秋田県教育委員会 『国営能代開拓建設事業 埋蔵文化財発掘調査 上の山Ⅱ遺跡第２次発掘調査報告書』 秋田県文化財調

査報告書第137集 1986 (昭和61) 年

７. 秋田県教育委員会 『此掛沢Ⅱ遺跡 上の山Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第114集 1984 (昭和59) 年

８. 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布報告書』 秋田県文化財調査報告書第324集 2002 (平成14) 年

第２節 歴史的環境
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番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代

１ 河戸川 能代市河戸川字新屋布 中 15 ムサ岱 能代市浅内字ムサ岱 古

２ 塩干田 能代市河戸川字上相染下 古・中 16 横長根Ｂ 能代市浅内字横長根 縄・古

３ 相染森 能代市河戸川字相染森台 縄・古 17 清水上 能代市浅内字清水上 縄・古

４ 柏子所 能代市字柏子所 縄 18 寒川Ⅰ 能代市浅内字寒川家上 縄・弥

５ 柏子所Ⅱ 能代市字柏子所 縄 19 寒川Ⅱ 能代市浅内字寒川家上 縄・続縄

６ 柏子所貝塚 能代市字柏子所 縄 20 十二林 能代市浅内字十二林 縄・古

７ 古屋布 能代市字古屋布 縄・古 21 蟹子沢 能代市浅内字蟹子沢 縄

８ 塞ノ神 能代市字塞ノ神 縄・古 22 石丁 能代市浅内字石丁家上 縄

９ 赤ハゲⅠ 能代市浅内字赤ハゲ 縄・古 23 福田上野 能代市浅内字福田上野 古

10 赤ハゲⅡ 能代市浅内字赤ハゲ 縄・古 24 福田 能代市浅内字福田上野 古

11 此掛沢Ⅰ 能代市浅内字此掛沢 縄・古 25 大館南沢 能代市浅内大館南沢 古

12 此掛沢Ⅱ 能代市浅内字此掛沢 旧・縄・古 26 逆川 山本郡山本町外岡字渡道 旧

13 上ノ山Ⅰ 能代市浅内字上ノ山 古 27 五本松 山本郡山本町外岡字渡道 縄

14 上ノ山Ⅱ 能代市浅内字上ノ山 古 28 渡道Ⅰ 山本郡山本町外岡字渡道 縄

※旧は旧石器時代､ 縄は縄文時代､ 続縄は続縄文時代､ 弥は弥生時代､ 古は古代､ 中は中世を示す｡

第１表 塞ノ神遺跡と周辺の遺跡一覧
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第３図 周辺の遺跡
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第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

塞ノ神遺跡は､ 能代市の中心街から南南東へ約5.4㎞､ 米代川左岸の段丘である浅内台地の北部に

位置し､ 標高は44～47ｍである｡ 『能代市史 資料編 考古』 によると､ 1979 (昭和54) 年に秋田県教

育委員会は国営能代開拓建設事業の実施に先だった分布調査を行った｡ その結果､ 縄文時代中期の遺

物が出土し､ 遺跡として記録されることになった｡ 当時すでに土取り場として土を運び出され始めて

いたようであり､ 1988 (昭和63) 年の分布調査では土取りが遺跡の大半に及んでいることが確認され

た｡ 1992 (平成４) 年４月12日の現地踏査では､ 土師器片・須恵器片などが発見され､ 古代にも営ま

れた遺跡であることがわかっている｡

遺跡の現況は松林または荒撫地となっている｡ 今回の調査区周辺は､ 北東側と南西側と南側中央部

に沢が入り､ 北西側に平坦地が広がっている｡ 調査区内は全体的に南側にむかって緩やかな斜面を呈

している｡

第２節 調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した｡ 計画路線内の基準杭ＬＩ154+00 (Ｘ=18292.855 Ｙ=-66723.665)

より東へ12ｍ地点を原点 (ＭＡ50) とし､ 国家座標第Ｘ系座標北を求め､ このラインを南北基線とし

て､ これに直交するラインを東西基線と定めた｡ この東西南北に沿って４ｍ×４ｍメッシュを組み､

その交点にグリッド杭を打設し､ グリッド杭には東から西に向かって東西方向を示す・・・・ＬＳ・

ＬＴ・ＭＡ・ＭＢ・・・というアルファベット２文字と､ 南から北へ向かって昇順する・・・・48・

49・50・51・・・・の２桁の数字を組み合わせた記号を記入した｡ なお､ 各グリッドの呼称は南東隅

の杭の記号を用いた｡

遺構の確認は掘り込み面での検出に努めたが､ 黒色土中での検出は困難で最終的には地山面での確

認となった｡ 検出された遺構には種別を問わず確認した順に１から通し番号を付し､ 精査を行った｡

また番号を登録した後に遺構と判断されなかったものについては欠番とした｡

遺物は遺構内出土のものは､ 遺跡名・遺構名・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入し､ 遺構外

出土のものは遺跡名・出土グリッド・出土層位・出土年月日を記入して取り上げた｡

調査の記録は主に図面と写真によった｡ 図面はグリッド杭を基準とした簡易遣り方測量を採用し､

平面図・断面図ともに､ 基本的には１／20の縮尺で作成した｡ 遺物出土状況とカマドなど微細なもの

については１／10で図化した｡ 写真撮影は､ 35㎜のモノクロ・リバーサルフィルムを中心にネガカラー

フィルムを交えて行った｡

― 7―
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第３節 調査の経過

５月21日､ 表土除去を開始した｡ また､ プレハブヤード造成及び駐車場造成のための進入路部分

(163㎡) については調査を先行した｡ 22日､ 作業員募集のための説明会を能代市南部公民館にて行う｡

25日､ 表土除去及び進入路の調査を終了｡ ５月28日～６月１日､ 中央調査課において６月４日からの

調査の準備を行う｡

６月４日､ 調査を開始する｡ 午前中､ 作業員に対してガイダンスを行い､ 午後から機材を搬入し､

事務所及び調査範囲内の環境整備を行う｡ ５日､ ベルトコンベアの配置を行う｡ ６日､ ＳＩ18を検出｡

調査区中央部北端にピット群を検出し半截したが､ ビニールやプラスチックゴミがでてきたので遺構

からはずした｡ ベルトコンベアの配線を完了した｡ ７日､ ＳＩ18の周辺の遺構確認を行う｡ ＳＤ21､

ＳＤ22を検出した｡ ８日､ ＳＤ21～23の調査を行う｡ 強風のためＳＩ18の確認写真を11日以降に順延

した｡ 調査区中央部南側で縄文土器が出土する｡ 11日､ ＳＩ18の確認写真と遺物出土状況を撮影した｡

12日､ 作業員及び非常勤職員の健康診断を能代商業卸センターにおいて行う｡ 20日､ 調査区中央部で

石鏃が出土｡ 28日､ ＳＢ60を検出｡

７月２日､ 調査区中央部北端において縄文中期の土器が出土した｡ ３日､ ＳＡ61を検出｡ ４日､ ベ

ルトコンベアの配置換えを行う｡ 調査区南西側の遺構検出作業を行う｡ 磨製石斧が出土した｡ 10日､

ＳＩ18内の土坑ＳＫ77より土製の玉が出土した｡ 23日､ 調査区東端の遺構検出作業を行う｡ 25日､ 調

査区中央部からアスファルトの付いた石鏃が出土した｡ 26日､ 調査区中央部南側に旧石器の試掘を行

う｡ 30日､ 等高線図の作成を開始する｡

８月７日､ 航空写真撮影の準備を開始する｡ ８日､ 調査区中央部にＳＩ50を検出した｡ ９日､ 10日

からの夏季休暇期間に備えた片づけ作業を行う｡ 台風11号接近のため現場の暴風対策を行う｡ 22日､

21日に引き続き台風11号対策を行う｡ 最終日に向けて撤収作業を行う｡ 23日､ 撤収作業を行う｡ 作業

員に発掘調査の成果を説明した｡ 24日､ 調査終了｡

第４節 整理作業の方法と経過

平成13年８月27日から秋田県埋蔵文化財センター中央調査課にて行った｡ 整理出土遺物の洗浄・注

記・分類・接合を行い､ これらの工程が終了した遺物から実測・採拓・トレース等の作業を行った｡

遺構図面は現場で作成した図から､ 遺物出土状況については縮尺10分の１とした第２原図を作成し､

それ以外は縮尺20分の１の第２原図を作成し､ トレースを行った｡ 遺物写真は35㎜モノクロフィルム

で撮影した｡

《参考文献》

能代市史編纂委員会 ｢塞ノ神遺跡｣ 『能代市史 資料編 考古』 能代市 1997 (平成７) 年

第３節 調査の経過
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第５図 遺構配置図
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第４章 調査の記録

第１節 調査区の地形と層位

塞ノ神遺跡は沢に囲まれた台地上､ 標高44～47ｍに立地しており､ 調査区を囲む東側および西側の

沢底とは20ｍ以上の標高差がある｡ 調査区内は中央部南側の沢に向かって緩やかな傾斜地で､ 平坦地

は調査区北端部から北西側へ広がっている｡

緩やかな傾斜地が多くを占める遺跡の基本層序は､ 標高の高い区域の堆積土が薄く､ 標高の低い区

域は厚くなっており､ 小規模な地滑りにより形成された層位が観察される (第Ⅱａ層､ 第Ⅱｂ層)｡

基本層序は層位の厚い調査区中央部南側を中心とするもので､ Ⅱａ層・Ⅱｂ層は､ 調査区北側におい

ては観察されず､ 調査区東側と調査区西側はⅠ層とⅤ層のみで構成されている｡

縄文時代の遺物はⅣ層から出土し､ 平安時代の遺物は､ 地滑りによって形成されたⅡａ層・Ⅱｂ層

よりも古いⅢ層から出土している｡

基本層序 (第６・７図､ 図版１)

Ⅰ層 暗褐色土 (10ＹＲ3/3) 表土である｡ 地山ブロックが微量混入している｡ 遺跡全域に及ぶ｡

層厚は４～44㎝である｡

Ⅱａ層 褐色土 (10ＹＲ4/4) 小規模な地滑りの層位であり､ 地山が多く混入している｡ 層厚は

０～20㎝である｡

Ⅱｂ層 暗褐色土 (10ＹＲ3/4) Ⅱａ層と同じく小規模な地滑りの層である｡ 地山が多く混入し

ている｡ 層厚は０～20㎝である｡

Ⅲ層 黒色土 (10ＹＲ2/1) 硬くしまり､ 粘性は強い｡ 土師器片・須恵器片が出土する｡ 層厚は

０～40㎝である｡

Ⅳ層 褐色土 (10ＹＲ4/4) 粘性の弱い漸移層である｡ 縄文土器片が出土する｡ 層厚は０～20㎝

である｡

Ⅴ層 褐色土 (10ＹＲ4/6) 粘土質の地山である｡

― 11 ―
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第２節 検出遺構と出土遺物

１ 竪穴住居跡

ＳＩ18 (第８～12図､ 第２表､ 図版２・５)

ＭＦ・ＭＧ46・47グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は隅丸方形を呈し､ 長軸 (北東－南西) ４

ｍ90㎝､ 短軸 (北西－南東) ４ｍ47㎝､ 確認面からの深さは30㎝である｡ 底面は平坦であり､ 壁は南

西側が緩やかに立ち上がるが､ その他は急に立ち上がる｡

南東側床面の一部に､ 焼土が認められたことによりカマドと判断した｡ カマドの範囲は､ 長軸 (北－

南) 56㎝､ 短軸 (東－西) 46㎝であるが､ 上部を失っているので､ 天井部および煙道の有無は不明で

ある｡ 覆土は７層に分けられた｡ 主として黒褐色土と褐色土を中心としたレンズ状の堆積を示してい

る｡ ６層及び７層の褐色土は竪穴住居の壁の崩落土である｡ 地山を多く含む２層の暗褐色土は､ 小規

模な地滑りによって堆積したものである｡

南東側の床面から柱穴を６基検出した｡ Ｐ５は不整円形を呈し､ 径94㎝で床面からの深さは15㎝で

ある｡ 覆土は２層に分けられ､ レンズ状の堆積を示している｡ 白色粘土が確認された (第９図) ｡ 出

土遺物は土師器片32点と土製の玉１点と焼礫３点である｡ 土師器片は主として甕が多い｡ Ｐ５で出土

した焼礫は､ 住居の北東壁中央付近で出土した焼礫と接合し､ カマドの構築材の可能性がある｡

Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４の径は16～38㎝で､ 床面からの深さは10～16㎝である｡

遺物は土師器坏 (１､ 19､ 21､ 22)､ 土師器甕 (２～８､ 13～18､ 20)､ 須恵器甕 (12)､ 軽石を素

材とする石製品 (９)､ 土製の玉 (11)､ 椀形鍛冶滓が出土した｡ これらはカマド周辺から南側にかけ

て多く出土し､ 壁の崩落部分からは石鏃 (10) が１点出土している｡

床面直上から出土した炭化物について科学分析を行った結果､ 年代はＡＤ790～830年､ 樹種はモク

レン属キハダであった｡

ＳＩ50 (第13図､ 図版３)

ＬＰ・ＬＱ47・48・ＬＲ48グリッドのⅤ層面で､ 柱穴２基を中心とし､ ５基の柱穴が南側に半円を

描くように並んだ状態で確認した｡ 北側に巡る柱穴は見つからなかった｡ 住居に伴う炉や遺物は確認

することができなかったが､ 竪穴住居跡の南東側ＬＯ46から石鏃１点 (第22図38､ 図版６)､ ＬＯ45・

ＬＯ46・ＬＰ46・ＬＰ47・ＬＱ45・ＬＲ45・ＬＲ46・ＬＲ47グリッドから縄文晩期の土器片が出土し

ている｡

規模は直径約６ｍの竪穴住居跡と推定され､ 住居を構成する柱穴は径15～28㎝､ 確認面からの深さ

は８～23㎝である｡ 柱穴の覆土はそれぞれ単一層である｡

住居内から出土した炭化物について科学分析を行った結果､ 年代はＢＣ1750～1685で､ 樹種はモク

レン属キハダという結果が得られている｡

２ 掘立柱建物跡

ＳＢ60 (第14・15図､ 図版３)

ＬＭ48､ ＬＮ・ＬＯ47､ ＬＯ48グリッドのⅤ層面で確認した｡ 長軸Ｎ－12°－Ｅの１間×２間の掘

立柱建物跡である｡ 桁行 (長軸) 総間は4.3～4.6ｍ､ 梁行 (短軸) 総間は3.6～3.8ｍで､ 桁行方向の
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柱間は約2.0～2.6ｍである｡ 柱穴の径はそれぞれ約20～30㎝で､ 深さはＰ１・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６が約

10㎝､ Ｐ２とＰ５の深さが約40㎝である｡ Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６の状況から建て替えを行った可能性があ

る｡ Ｐ５から土師器片が１点出土している｡

３ 柱穴列

ＳＡ61 (第16図､ 図版３)

ＬＳ48､ ＬＴ・ＭＡ47､ ＭＡ48グリッドのⅤ層面で確認した｡ Ｐ1－Ｐ4列はＮ－33°－Ｗの方向を

向き､ Ｐ3－Ｐ8列がほぼ直角に交わる｡ 柱穴の平面形は､ 径16～30㎝のほぼ円形を呈し､ 確認面から

の深さは15～30㎝である｡ Ｐ1－Ｐ4の総間は約7.0ｍで柱間は2.0～3.6ｍである｡ Ｐ3－Ｐ8の総間は約

6.4ｍで､ 柱間は1.2～2.2ｍである｡ 遺物は出土していない｡

４ 溝跡

ＳＤ21 (第17図)

ＬＳ50・ＬＴ50､ ＬＴ～ＭＢ51グリッドのⅤ層面で確認した｡ 北西－南東に延びており､ 北西側は

調査区外に達する｡ 長さは11.56ｍ､ 幅28～80㎝､ 確認面からの深さは２～12㎝である｡ 断面はＵ字

形を呈し覆土は単一層で粘性の強い黒褐色土である｡ 遺物は出土していない｡

ＳＤ22 (第17図)

ＬＱ50､ ＬＱ～ＬＳ51・ＬＳ・ＬＴ52グリッドのⅤ層面で確認した｡ 北西－南東に延びており､ 北

西側は調査区外に達する｡ 長さは16ｍ､ 幅44～92㎝､ 確認面からの深さ７～16㎝である｡ 断面はＵ字

形を呈し､ 覆土は黒褐色土と暗褐色土の2層に分けられる｡ 遺物は出土していない｡

ＳＤ23 (第17図)

ＬＳ・ＬＴ50､ ＬＴ・ＭＡ51グリッドのⅤ層面で確認した｡ 北西－南東に延びているが､ 北西側は

確認調査のトレンチによって失われている｡ 長さは９ｍで､ 幅46～68㎝､ 確認面からの深さは４～９

㎝である｡ 断面形はＵ字形を呈し､ 遺物は出土していない｡

ＳＤ34 (第18図)

ＭＢ47・ＭＢ～ＭＥ48グリッドのⅤ層面で確認した｡ 東－西に延び､ 西側は調査区外に及び､ ＭＤ

48からＭＥ48にかけては削平されている｡ 長さは12ｍで､ 幅28～48㎝､ 確認面からの深さは４～12㎝

である｡ 断面形はＵ字形を呈し､ 覆土は単一層で地山ブロックが混入した暗褐色土である｡ 西端にお

いて土師器片１点が出土した｡

ＳＤ35 (第18図)

ＭＡ・ＭＢ・ＭＣ48グリッドのⅤ層面で確認した｡ 東－西に延び､ 東側と一部は削平されて失って

いる｡ 長さは7.84ｍで､ 幅24～54㎝､ 確認面からの深さは４～15㎝である｡ 断面はＵ字形を呈する｡

覆土は単一層で､ 非常に硬くしまった暗褐色土である｡ 遺物は出土していない｡

ＳＤ36 (第18図)

ＭＢ45・46グリッドのⅤ層面で確認した｡ 東－西方向に延び､ 全長3.80ｍ､ 幅44㎝､ 確認面からの

深さ５～８㎝である｡ 断面形はＵ字形を呈する｡ 覆土は単一層で､ 地山ブロックが混入する暗褐色土

である｡ 土師器片が１点出土している｡
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５ 炭窯

ＳＷ94 (第19図､ 図版４)

ＭＯ35グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整方形を呈し､ 長軸 (北西－南東) 94㎝､ 短軸

(北東－南西) が68㎝､ 確認面からの深さは30㎝である｡ 底部も不整方形を呈し､ 平坦な底面から南

側の壁がオーバーハングするものの､ 他はほぼ垂直に立ち上がる｡ 覆土は２層に分けられ､ レンズ状

の自然堆積を示している｡ 全体に炭化物が混入しており､ 底部から壁にかけて､ 厚さ１㎝程度の焼土

層を確認した｡ 遺物は出土していない｡

ＳＷ95 (第19図､ 図版４)

ＭＬ34グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整方形を呈し､ 長軸 (北西－南東) 1.3ｍ､ 短軸

(北東－南西) 90㎝､ 確認面からの深さは30㎝である｡ 底部も不整方形を呈し､ 平坦な底面から壁は

ほぼ垂直に立ち上がる｡ 覆土は３層に分けられ､ レンズ状の自然堆積を示している｡ 全体に炭化物が

混入し､ 北側に壁の崩落がある｡ 底部から壁にかけて､ 厚さ１㎝程度の焼土層を確認した｡ 遺物は出

土していない｡ 出土した炭化物について科学分析を行った結果､ 年代はＡＤ915～965年､ 樹種はクリ

であった｡

ＳＷ96 (第19図､ 図版４)

ＬＯ52グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は径1.7ｍの円形を呈し､ 確認面からの深さは40㎝で

ある｡ 底部も円形を呈し､ 壁はほぼ垂直に立ち上がる｡ 覆土は７層に分けられ､ レンズ状の自然堆積

を示している｡ 底面に炭化物層と､ 厚さ１㎝程度の焼土を含む壁の崩落が確認された｡ 遺物は出土し

ていない｡ 出土した炭化物の科学分析を行った結果､ 年代はＡＤ790～830年､ 樹種はクリという結果

であった｡

６ 焼土遺構

ＳＮ44 (第19図)

ＭＡ46グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整円形を呈し､ 長軸 (北東－南西) 56㎝､ 短軸

(北西－南東) 54㎝､ 焼土の厚さは10㎝で､ 壁は鍋底状の底部から緩やかに立ち上がる｡

ＳＮ93 (第19図)

ＭＯ35・36グリッドのⅤ層面で確認した｡ 確認調査時のトレンチで西側を失っている｡ 平面形は不

整形を呈し､ 長軸 (北東－南西) 1.14ｍ､ 短軸 (北西－南東) 40㎝､ 焼土の厚さは８㎝である｡

７ 土坑

ＳＫ２ (第20図)

ＭＩ40グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整円形を呈し､ 長軸 (北－南) 71㎝､ 短軸 (東－

西) 61㎝､ 確認面からの深さは14㎝である｡ 底面と壁の境ははっきりせず､ 壁は丸みのある底面から

緩やかに傾斜して立ち上がる｡ 覆土は２層に分けられ､ 自然堆積を示している｡ 遺物は出土していな

い｡
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第８図 ＳＩ18竪穴住居跡 (１)
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第９図 ＳＩ18竪穴住居跡 (２)
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Ｐ１

Ｐ３ Ｐ２

Ｐ４ Ｐ５

ＨＨ＝＝4477..1100ｍｍ
ＨＨ＝＝4477..1100ｍｍ

ＨＨ＝＝4477..1100ｍｍＨＨ＝＝4477..1100ｍｍ

ＨＨ＝＝4477..1100ｍｍ

２２ ＳＳ
ＲＲＰＰ

１１

ＲＲＰＰ ３３

0 ２ｍ

白色粘土

１１ １１

１１ １１

0 ２ｍ

ＳＩ18
１ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性弱｡
２ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり強｡ 粘性強｡ 地山30％混入｡
３ 黒褐色土 (10YR2/3) しまり強｡ 粘性中｡
４ 黒色土 (10YR2/1) しまり強｡ 粘性強｡
５ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性強｡
６ 褐色土 (10YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡
７ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性中｡
炭化物 (径１㎜) １％混入｡

８ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡
焼土 (径１～10㎜) ２％､ 炭化物 (径１～４㎜) １％､ 地
山ブロック (径２㎜) １％混入｡

９ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡
焼土 (径５㎜) ３％混入｡ 炭化物 (径１㎜) １％混入｡

ＳＩ18
Ｐ３ １ 黒褐色土 (10YR3/2)

しまり強｡ 粘性強｡
地山20％混入｡

ＳＩ18
Ｐ２ １ 褐色土 (7.5YR4/4)

しまり強｡ 粘性強｡
焼土 (径２㎜) １％混入｡
炭化物(径１㎜)１％混入｡

ＳＩ18
Ｐ４ １ 褐色土 (7.5YR4/4)

しまり強｡ 粘性強｡
炭化物 (径１㎜) １％､
焼土 (径１㎜) １％､
地山 (径１㎜) ２％混入｡

ＳＩ18
Ｐ５ １ 黒褐色土 (10YR3/2)

しまり強｡ 粘性強｡

ＳＩ18
Ｐ１ １ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡

焼土 (径２㎜) １％混入｡ 炭化物 (径１㎜) １％混入｡
２ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡
焼土 (径１～10㎜) ２％､ 炭化物 (径１～４㎜) １％､
地山ブロック (径２㎜) １％混入｡

３ 褐色土 (7.5YR4/4) しまり強｡ 粘性強｡ 焼土 (径５㎜)
３％混入｡ 炭化物 (径１㎜) １％混入｡
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第10図 ＳＩ18竪穴住居跡 (３)
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第11図 ＳＩ18出土遺物 (１)
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第12図 ＳＩ18出土遺物 (２)
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挿図番号 図版番号 遺構名 器 種 部 位 胎 土 色 調 外面調整 内面調整 底部調整 成 形 切り離し 口径㎝� 底径㎝� 器高㎝�

１ ＳＩ18 土師器・坏 口縁・胴・底部 緻密 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ロクロナデ ロクロナデ － ロクロ 回転糸切 17.2 4.9 5

２ ＳＩ18 土師器・甕 口縁部 緻密 橙5ＹＲ7/6 ロクロナデ ロクロナデ － ロクロ － － － －

３ ＳＩ18 土師器・甕 口縁・胴部 １～３㎜の砂粒混入 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ケズリ 不明 － 非ロクロ － 22 － －

４ ＳＩ18 土師器・甕 胴部 ２～３㎜の砂粒混入 橙7.5ＹＲ6/8 ロクロナデ ロクロナデ － ロクロ － － － －

５ 5 ＳＩ18 土師器・甕 口縁部 緻密 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 不明 ハケ － 非ロクロ － － － －

６ 5 ＳＩ18 土師器・甕 口縁部 １㎜以下の砂粒混入 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 不明 不明 － 非ロクロ － － － －

７ ＳＩ18 土師器・甕 胴部 １㎜の砂粒混入 橙7.5ＹＲ7/6 不明 不明 － 非ロクロ － － － －

８ ＳＩ18 土師器・甕 胴・底部 １㎜の砂粒混入 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ケズリ 不明 不明 非ロクロ 不明 － 10 －

12 5 ＳＩ18 須恵器・甕 胴部 緻密 灰10Ｙ5/1 タタキ タタキ － 非ロクロ － － － －

13 ＳＩ18 土師器・甕 口縁・胴部 ２㎜の砂粒混入 橙5ＹＲ7/8 ケズリ 不明 － 非ロクロ 不明 － 8.4 －

14 ＳＩ18 土師器・甕 底部 緻密 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ロクロナデ ロクロナデ － ロクロ 回転糸切 － 7 －

15 ＳＩ18 土師器・甕 底部 緻密 橙7.5ＹＲ6/8 ケズリ 不明 不明 非ロクロ 不明 － 8 －

16 ５ ＳＩ18 土師器・甕 口縁・胴・底部 ２～３㎜の砂粒混入 浅黄橙7.5ＹＲ8/6 不明 不明 － 非ロクロ － 14.7 7 15

17 ＳＩ18 土師器・甕 口縁・胴部 １～２㎜の砂粒混入 橙7.5ＹＲ6/8 ロクロナデ・
ケズリ 不明 － ロクロ 不明 － 21.4 －

18 ＳＩ18 土師器・甕 底部 １㎜の砂粒混入 淡橙5ＹＲ8/4 不明 ロクロナデ なし ロクロ 回転糸切 － 6.6 －

19 ＳＩ18 土師器・坏 口縁・胴・底部 緻密 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ロクロナデ ロクロナデ なし ロクロ 回転糸切 － 6.4 －

20 ５ ＳＩ18 土師器・甕 口縁・胴部 緻密 橙7.5ＹＲ7/6 ケズリ ハケ － 非ロクロ － 12.2 － －

21 ＳＩ18 土師器・坏 底部 緻密 黄橙7.5ＹＲ7/8 ロクロナデ ロクロナデ なし ロクロ 回転糸切 － － 5.8

22 ＳＩ18 土師器・坏 底部 緻密 浅黄橙7.5ＹＲ8/4 ロクロナデ ロクロナデ なし ロクロ 回転糸切 － 5.6 －

挿図番号 図版番号 遺構名 器 種 最大長㎝� 最 大 厚㎝� 最 大 幅㎝� 重量ｇ� 材質

9 ＳＩ18 石製品 6.2 1.9 3.5 7.1 軽石

10 ＳＩ18 石鏃 2.0 0.3 1.7 0.7 頁岩

11 ＳＩ18 玉 1.2 0.8 1.1 土製

第２表 ＳＩ18出土遺物観察表



ＳＫ３ (第20図)

ＭＩ41グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整惰円形を呈し､ 長軸 (北－南) 85㎝､ 短軸 (東－

西) 62㎝､ 確認面からの深さは25㎝である｡ 底面は緩やに湾曲し､ 西側が急角度で立ち上がる｡ 覆土

は４層に分けられた｡ 全体的に黒褐色土であるが､ ３層のみ黒色土である｡ 遺物は出土していない｡

ＳＫ４ (第20図)

ＭＪ42グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は楕円形を呈し､ 長軸 (東－西) 80㎝､ 短軸 (北－南)

30㎝､ 確認面からの深さは26㎝である｡ 底面と壁の境ははっきりせず､ 壁は丸みのある底面から傾斜

して立ち上がる｡ 西側の壁は途中で緩やかに立ち上がる｡ 覆土は単一層で炭化物および､ 焼土が混入

した暗褐色土である｡ 土師器甕の破片が出土した｡

ＳＫ10 (第20図)

ＭＦ37グリッドのⅤ層面で確認した｡ ＳＫＰ12と切り合い､ ＳＫＰ12が新しい｡ 平面形は楕円形を

呈するが､ 北側が撹乱を受けている｡ 長軸 (東－西) 65㎝､ 短軸 (北－南) 30㎝､ 確認面からの深さ

は10㎝である｡ 底面は平坦で緩やかに立ち上がる｡ 覆土は単一層で､ 炭化物および焼土が混入したに

ぶい黄褐色土である｡ 遺物は出土していない｡

ＳＫ13 (第20図)

ＭＩ40グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整円形を呈し､ 長軸 (東－西) 44㎝､ 短軸 (北－

南) 40㎝､ 確認面からの深さは12㎝である｡ 底面は平坦で､ 壁は緩やかに立ち上がる｡ 覆土は単一層

で地山が混入した暗褐色土である｡ 遺物は出土していない｡

ＳＫ30 (第20図)

ＬＳ・ＬＲ47グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整楕円形を呈し､ 長軸 (北西－南東) 2.76

ｍ､ 短軸 (北東－南西) 1.5ｍ､ 確認面からの深さ36㎝である｡ 壁は西側が緩やかに､ 東側が急角度

で立ち上がる｡ 覆土は３層に分けられ､ 自然堆積を示す｡ 遺物は出土していない｡

ＳＫ31 (第21図)

ＬＱ45､ ＬＱ・ＬＰ46グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は楕円形を呈し､ 長軸 (北東－南西)

1.74ｍ､ 短軸 (北西－南東) 1.26ｍ､ 確認面からの深さは34㎝である｡ 西側は丸みのある底面から緩

やかに傾斜して立ち上がり､ 東側はやや急に立ち上がる｡ 覆土は５層に分けられ､ 自然堆積を示す｡

遺物は出土していない｡

ＳＫ39 (第21図)

ＭＤ・ＭＥ49グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整楕円形を呈し､ 長軸 (東－西) 1.48ｍ､

短軸 (北－南) 1.06ｍ､ 確認面からの深さは16㎝である｡ 底面は平坦で壁は急角度で立ち上がる｡ 覆

土は２層に分けられ､ 自然堆積を示す｡ 遺物は出土していない｡

ＳＫ72 (第21図)

ＭＫ39グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不定形を呈し､ 長軸 (北西－南東) 2.66ｍ､ 短軸

(北東－南西) 1.34㎝､ 確認面からの深さは17㎝である｡ 底面と壁との境がはっきりせず､ 壁は丸み

のある底面から緩やかに傾斜して立ち上がる｡ 東側の壁は途中で緩やかな立ち上がりになる｡ 覆土は

３層に分けられ､ 自然堆積を示す｡ 遺物は土師器坏の口縁部が１点出土している｡
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第13図 ＳＩ50竪穴住居跡
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ＳＩ50
Ｐ１ １ 黒色土 (10YR2/1) しまり強｡ 粘性中｡
Ｐ２ １ 暗褐色土 (10YR4/4) しまり弱｡ 粘性中｡
Ｐ３ １ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり中｡ 粘性強｡

炭化物 (径１㎜) １％混入｡
Ｐ４ １ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性弱｡
Ｐ５ １ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性中｡
Ｐ６ １ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性弱｡

地山ブロック５％混入｡
Ｐ７ １ 暗褐色土 (10YR4/4) しまり弱｡ 粘性中｡
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第14図 掘立柱建物跡 (１)
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ＳＫ80 (第21図)

ＭＯ38グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整楕円形で西側が撹乱を受けている｡ 長軸 (北－

南) 60㎝､ 短軸 (東－西) 44㎝､ 確認面からの深さは約22㎝である｡ 底面と壁との境がはっきりせず､

壁は丸みのある底面から傾斜して立ち上がる｡ 覆土は暗褐色土の単一層で､ 遺物は出土していない｡

ＳＫ84 (第21図)

ＬＯ48グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整楕円形を呈し､ 長軸 (北西－南東) 76㎝､ 短軸

(北東－南西) 46㎝､ 確認面からの深さは20㎝である｡ 壁は平坦な底面から外傾して立ち上がる｡ 南

側の壁は急角度で立ち上がりである｡ 覆土は暗褐色土の単一層で遺物は出土していない｡

ＳＫ87 (第21図)

ＭＧ35・36グリッドのⅤ層面で確認した｡ 平面形は不整惰円形を呈し､ 長軸 (東－西) 1.3ｍ､ 短

軸 (北－南) 98㎝､ 確認面からの深さは16㎝である｡ 壁はわずかに凹凸のある底面から急角度で立ち

上がる｡ 覆土は暗褐色土の単一層で､ 遺物は出土していない｡

第２節 検出遺構と出土遺物
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Ｐ１ １ 黒色土

(10YR1.7/1)
しまり中｡ 粘性
中｡

ＳＢ60
Ｐ２ １ 黒色土

(10YR1.7/1)
しまり強｡ 粘性
中｡

ＳＢ60
Ｐ３ １ 黒褐色土

(10YR2/2)
しまり強｡ 粘性
強｡
地山ブロック
25％混入｡

ＳＢ60
Ｐ４ １ 黒色土

(10YR1.7/1)
しまり強｡ 粘性中｡

ＳＢ60
Ｐ５ １ 黒色土

(10YR1.7/1)
しまり中｡ 粘性強｡
地山ブロック
５％混入｡

ＳＢ60
Ｐ６ １ 黒褐色土

(10YR2/2)
しまり中｡粘性強｡
地山ブロック
10％混入｡

0 ２ｍ

第15図 掘立柱建物跡 (２)
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第16図 柱穴列
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ＳＳＡＡ6611

ＳＡ61
Ｐ１ １ 黒褐色土 (10YR2/3) しまり中｡ 粘性強｡
Ｐ２ １ 黒色土 (10YR2/1) しまり強｡ 粘性弱｡
Ｐ３ １ 黒色土 (10YR2/1) しまり強｡ 粘性強｡

地山ブロック５％混入｡
２ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり強｡ 粘性強｡ 地山15％混入｡
３ 黒褐色土 (10YR2/3) しまり中｡ 粘性強｡ 地山10％混入｡
４ 褐色土 (10YR4/6) しまり強｡ 粘性強｡

Ｐ４ １ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性強｡
Ｐ５ １ 黒色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性中｡
Ｐ６ １ 暗褐色土 (7.5YR3/4) しまり中｡ 粘性強｡
Ｐ７ １ 黒色土 (10YR2/1) しまり強｡ 粘性強｡

地山 (径１～２㎜) ３％混入｡
Ｐ８ １ 暗褐色土 (7.5YR3/4) しまり中｡ 粘性強｡

炭化物 (径１㎜未満) １％混入｡

0 ４ｍ
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第17図 溝跡 (１)
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１ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡
粘性強｡ 混入物なし｡

２ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり強｡
粘性強｡ 混入物なし｡
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第18図 溝跡 (２)
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ＳＤ34
１ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性強｡
混入物なし｡

ＳＤ35
１ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性強｡
地山ブロック混入｡
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８ 柱穴様ピット

柱穴様ピットは調査区西側で多く検出した｡ 平面形は不整円形から楕円形を呈するものが多く､ 規

模は長軸で24～62㎝である｡ 遺物はＳＫＰ15から土師器片､ ＳＫＰ53から土師器甕の破片が出土して

いる｡
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遺構名 所 在 区 長軸(㎝) 短軸(㎝) 深さ(㎝) 底面標高(ｍ) 土 色 出土遺物

ＳＫＰ11 ＭＨ40 62 40 27 45.42 黒褐色土

ＳＫＰ12 ＭＦ37 30 20 14 44.78 褐色土

ＳＫＰ15 ＭＫ41 28 22 16 46.42 暗褐色土 土師器片

ＳＫＰ17 ＭＨ45 45 22 47 46.72 暗褐色土

ＳＫＰ24 ＭＡ50 36 32 24 46.04 暗褐色土

ＳＫＰ32 ＭＣ49 24 24 8 46.51 褐色土

ＳＫＰ53 ＭＫ41 44 40 14 46.67 暗褐色土 土師器甕片

ＳＫＰ85 ＭＫ38・ＭＬ38 44 40 20 45.44 暗褐色土

ＳＫＰ86 ＭＪ35・ＭＪ36 50 22 16 44.96 暗褐色土

ＳＫＰ88 ＭＧ35 30 30 14 43.72 暗褐色土

ＳＫＰ89 ＭＨ39 43 43 12 45.32 暗褐色土

ＳＫＰ90 ＭＩ38 53 34 22 45.09 暗褐色土

ＳＫＰ97 ＭＫ35 42 40 14 44.96 黒褐色土

第３表 柱穴一覧表
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第19図 炭窯・焼土遺構

ＢＢＡＡ

ＡＡ ＢＢ

ＢＢＡＡ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＨＨ＝＝4477..7700ｍｍ

ＨＨ＝＝4455..7700ｍｍ ＢＢＡＡ

ＨＨ＝＝4455..4400ｍｍ

ＨＨ＝＝4455..8800ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..0000ｍｍ

ＳＳＮＮ9933

ＳＳＮＮ4444

ＳＳＷＷ9955

ＳＳＷＷ9944
ＳＳＷＷ9966

１１

２２ ４４

３３

４４

５５

６６

７７

５５

６６

１１

２２

１１

２２ ２２

１１

２２
３３

１１
２２

焼焼 土土 炭炭

ＳＷ94
１ 黒褐色土 (10YR3/1)
しまり中｡ 粘性中｡
地山ブロック10％混入｡
炭化物 (径２㎜) １％混入｡

２ 褐色土 (7.5YR4/4)
しまり強｡ 粘性強｡
炭化物 (径約10～20㎜) １％混入｡
焼土粒 (径１㎜) ２％混入｡

ＳＷ95
１ 黒色土 (5YR1.7/1)
しまり中｡ 粘性強｡
炭化物 (径１㎜) １％混入｡

２ にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
しまり弱｡
粘性強｡ 砂質｡ 炭化物
(径１㎜) １％混入｡
焼土 (径約１㎜) １％未満混
入｡

３ 褐色土 (10YR4/6)
しまり弱｡ 粘性強｡

ＳＷ96
１ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性中｡
２ 黒褐色土 (10YR3/2) しまり強｡ 粘性中｡
地山20％混入｡

３ 黒褐色土 (10YR1.7/1) しまり強｡ 粘性強｡
４ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性強｡
炭 (径１㎜) １％未満混入｡

５ 褐色土 (10YR4/6) しまり弱｡ 粘性強｡
６ 赤褐色土 (5YR4/8) しまり弱｡ 粘性弱｡
褐色土 (7.5YR4/6) 50％混入｡

７ 黒色土 (Ｎ1.5/0) しまり弱｡ 粘性強｡

ＳＮ44
１ 赤褐色土 (2.5YR4/6)
しまり強｡ 粘性弱｡

２ 暗褐色土 (10YR3/3)
しまり強｡ 粘性弱｡

ＳＮ93
１ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり強｡ 粘性中｡
炭化物 (径３㎜) ３％､ 焼土50％混入｡

２ 暗褐色土 (10YR3/4) しまり強｡ 粘性中｡
炭化物 (径３～５㎜) ５％混入｡

0 ２ｍ
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第20図 土坑 (１)

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
ＡＡ ＢＢ

ＢＢＡＡ

ＳＳＫＫ２２ ＳＳＫＫ３３
ＳＳＫＫ４４

ＳＳＫＫ1133

ＳＳＫＫ3300

１１

２２
１１２２

２２

３３

４４

１１

１１

２２
３３ ３３

１１
１１

ＨＨ＝＝4455..1100ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..1100ｍｍ

１１

ＨＨ＝＝4466..1100ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..3300ｍｍ
ＨＨ＝＝4466..5500ｍｍ

ＳＫ２
１ 黒褐色土 (10YR3/1)
しまり強｡ 粘性強｡

２ 黒褐色土 (10YR3/2)
しまり中｡ 粘性強｡

ＳＫ３
１ 黒褐色土 (10YR3/2) しまり強｡
粘性中｡

２ 黒褐色土 (10YR3/2) しまり中｡
粘性中｡

３ 黒色土 (10YR2/1) しまり中｡
粘性強｡

４ 黒褐色土 (10YR3/1) しまり弱｡
粘性強｡ 地山３％混入｡

ＳＫ４
１ 暗褐色土 (10YR3/3)
しまり中｡ 粘性強｡
炭化物 (径１㎜～10㎜)
約２％混入｡
焼土 (径約１㎜～５㎜)
３％混入｡

ＳＫ13
１ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性中｡

ＳＫ10
１ にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
しまり中｡ 粘性強｡
炭化物 (径１㎜～５㎜) ２％混入｡
焼土 (径１㎜) １％混入｡

ＳＫＰ12
１ 褐色土 (7.5YR4/3) しまり中｡
粘性強｡ 炭化物１％混入｡
焼土１％混入｡

0 ２ｍ

撹撹乱乱

ＨＨ＝＝4455..3300ｍｍ

ＳＫ30
１ 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強｡ 粘性強｡
２ 黒色土 (10YR1.7/1) しまり中｡ 粘性強｡
３ 黒褐色土 (10YR3/3) しまり弱｡ 粘性強｡

ＳＳＫＫ1100 ＳＳＫＫＰＰ1122
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第21図 土坑 (２)
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ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
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ＳＳＫＫ3311 ＳＳＫＫ3399

ＳＳＫＫ7722

ＳＳＫＫ8800 ＳＳＫＫ8844

ＳＳＫＫ8877

３３

２２

４４

５５

２２
４４

３３

１１

３３

２２

４４

１１

１１
１１

１１

２２

ＨＨ＝＝4444..9900ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..3300ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..3300ｍｍ

ＨＨ＝＝4455..1100ｍｍ

ＨＨ＝＝4466..3300ｍｍ ＨＨ＝＝4455..3300ｍｍ

ＨＨ＝＝4477..1100ｍｍ

撹撹乱乱

ＳＫ31
１ 黒褐色土 (10YR2/2)
しまり強｡ 粘性弱｡

２ 黒色土 (10YR1.7/1)
しまり弱｡ 粘性強｡

３ 黒褐色土 (10YR2/3)
しまり強｡ 粘性強｡

４ 暗褐色土 (10YR3/4)
しまり強｡ 粘性強｡

５ 褐色土 (7.5YR4/4)
しまり強｡ 粘性強｡

ＳＫ39
１ 黒色土 (10YR2/1) しまり中｡ 粘性中｡
２ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性中｡
地山ブロック30％混入｡

ＳＫ80
１ 暗褐色土 (10YR3/3)
しまり中｡ 粘性中｡

ＳＫ84
１ 暗褐色土 (10YR3/4)
しまり強｡ 粘性強｡
炭化物 (径１㎜以下) １％混入｡
焼土 (径１㎜以下) １％未満混入｡

ＳＫ87
１ 暗褐色土 (10YR3/4)
しまり弱｡ 粘性中｡ＳＫ72

１ 暗褐色土 (10YR3/3) しまり強｡ 粘性強｡
２ 黒褐色土 (10YR1.7/1) しまり強｡ 粘性中｡
３ 黒褐色土 (10YR3/2) しまり強｡ 粘性強｡
４ 黒褐色土 (10YR3/2) しまり弱｡ 粘性強｡

１１

撹撹乱乱



第３節 遺構外出土遺物

１ 土器 (第22図､ 図版６)

本遺跡から出土した遺物は､ 縄文時代中期・晩期の土器､ 土師器・須恵器である｡ 遺構外遺物は少

なく､ また出土した遺物も破片がほとんどで摩滅が激しい｡ 土器は完形に復元できたものは全くない｡

これらの出土する層位は､ 縄文土器がⅣ層､ 土師器・須恵器がⅢ層であった｡

� 縄文時代中期の土器 (32､ 34～36)

縄文時代中期の土器が出土したのはＬＯ54グリッドのⅣ層である｡ 出土した土器は同一個体で､ 深

鉢形土器の頸部から胴部にかけての破片である｡ ＬＲ縄文を縦位回転施文した後､ 頸部に粘土紐によ

る隆帯が貼り付けられ､ 胎土には最大径１㎜の砂粒が含まれる｡ 円筒上層ｄ・ｅ式である｡

� 縄文時代晩期の土器 (23～31・33)

縄文時代晩期の土器が多く出土したのは､ 調査区内で最も標高の低い調査区中央部南側である｡ こ

こではＳＩ50が検出されており､ これに関連するものと思われる｡ 深鉢形土器の胴部破片がほとんど

で､ 23､ 29はＬＲ横位回転､ 24､ 26はＲ撚糸文､ 25はＲＬ縦回転､ 胎土は緻密である｡ 大洞Ｃ２式で

ある｡

� 古代の土器 (37)

古代の遺物が出土したのは､ ＳＩ18周辺から調査区中央部南側にかけての傾斜地の第Ⅲ層中である｡

ほとんどが土師器片で､ 摩滅が著しい｡ 須恵器長頸瓶 (37) は､ 高台が付き底部から体部下半にかけ

て外反して立ち上がる｡ 胎土は緻密である｡

２ 石器 (第22図､ 図版６)

石器は遺構外出土のものが多い｡ 石鏃２点・磨製石斧1点・使用痕のある剥片2点・剥片4点・砥石

１点である｡ 石器も前述した縄文土器と同様のⅣ層から出土しているが､ 砥石 (第41図､ 図版６) の

み､ ＭＢ42のⅢ層中から出土している｡

石鏃 (38・39)

凸基有茎鏃で平面形は菱形を呈し､ 両面に細かな調整が施されている｡ 石材は頁岩である｡ 第22図

38は先端部が欠損しており､ 第22図39は基部にアスファルトが付着している｡

磨製石斧 (42)

長さ4.7㎝､ 幅1.3㎝､ 厚さ5㎜の磨製石斧で､ 全体に磨きが及び､ 刃部には刃こぼれがある｡ 石材

は粘板岩である｡

砥石 (41)

ＭＢ42グリッドから出土している｡ 本来長方形であったものが欠損したものと思われる｡ 第Ⅲ層か

ら出土したことや､ 形状からみて古代の砥石の可能性がある｡

使用痕のある剥片 (40・43)

剥片の縁辺に使用痕が認められるものである｡ 石材は40が頁岩､ 43がチャートである｡

第３節 遺構外出土遺物
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第22図 遺構外出土遺物

2233 ＬＬＲＲ4466 2244 ＭＭＡＡ4455 2255 ＬＬＲＲ4477 2266 ＬＬＲＲ4466

3311 ＭＭＫＫ33223300 ＭＭＪＪ44112299 ＭＭＪＪ33552277 ＬＬＭＭ5522 2288 ＬＬＲＲ4455

3355 ＬＬＯＯ55443344 ＬＬＯＯ5544

3333 ＬＬＲＲ4466

3322 ＬＬＯＯ5544

3377 排排土土中中3366 ＬＬＯＯ5544

3388 ＬＬＰＰ4477 3399 ＭＭＧＧ4422 アアススフファァルルトト 4400 ＬＬＲＲ4466

4433 ＬＬＯＯ4466
4422 ＭＭＫＫ3377

4411 ＭＭＢＢ4422
0 10㎝

0 10㎝
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挿図番号 図版番号 区 域 層位 器種 部 位 外 面 内 面 胎 土 その他

23 6 ＬＰ46 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ横 ミガキ 緻密

24 6 ＭＡ45 Ⅳ 深鉢 胴部 Ｒ撚糸 ミガキ 緻密

25 ＬＲ47 Ⅳ 深鉢 胴部 ＲＬ縦 ミガキ １㎜以下の砂粒

26 6 ＬＲ46 Ⅳ 深鉢 胴部 Ｒ撚糸 摩滅により不明 １㎜以下の砂粒

27 ＬＭ52 Ⅳ 深鉢 胴部 摩滅により不明 － １㎜以下の砂粒

28 ＬＲ45 Ⅳ 深鉢 胴部 ＲＬ横 ミガキ 緻密

29 6 ＭＪ35 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ横 ケズリ→ ミガキ 緻密

30 ＭＪ41 Ⅳ 深鉢 胴部 摩滅により不明 － 緻密

31 ＭＫ32 Ⅳ 深鉢 口縁部 無文 摩滅により不明 １㎜以下の砂粒 隆帯部に
刺突文

32 ＬＯ54 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ縦 ミガキ 緻密

33 6 ＬＲ46 Ⅳ 深鉢 口縁部 ＲＬ横 口縁：ケズリ→ミガキ
体部：ミガキ 緻密 口唇部：平

坦で内湾

34 ＬＯ54 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ縦 － 緻密

35 6 ＬＯ54 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ縦 ミガキ 緻密

36 6 ＬＯ54 Ⅳ 深鉢 胴部 ＬＲ縦 － 緻密

挿図番号 図版番号 区 域 器 種 部 位 胎 土 色 調 外面調整 内面調整 成 形 その他

37 6 排土中 長頸瓶 底部 緻密 灰10Ｙ5/1
タタキ→
ナデ ナデ 非ロクロ 底部：高台付き

挿図番号 図版番号 区 域 層 位 器 種 最大長(㎝) 最大幅(㎝) 最大厚(㎝) 重量(ｇ) その他 石 材

38 6 ＬＰ47 Ⅳ 石鏃 3.9 1.5 0.5 1.3 頁岩

39 6 ＭＧ42 Ⅳ 石鏃 2.9 1.7 1.6 1.4 頁岩

40 6 ＬＲ46 Ⅳ 使用痕のある剥片 2.6 4.6 1.0 8.7 頁岩

41 6 ＭＢ42 Ⅲ 石製品 (砥石) 7.7 5.5 1.4 64.4

42 6 ＭＫ37 Ⅳ 磨製石斧 4.7 1.3 0.5 5.9 粘板岩

43 6 ＬＯ46 Ⅳ 使用痕のある剥片 3.5 2.4 0.5 4.0 チャート

第４表 遺構外出土遺物観察表



第５章 自然科学分析

第１節 塞ノ神遺跡の放射性炭素年代測定

山形 秀樹 (パレオ・ラボ)

１ はじめに

塞ノ神遺跡より検出された炭化物５点の加速器質量分析法 (ＡＭＳ法) による放射性炭素年代測定

を実施した｡

２ 試料と方法

試料は､ ＳＩ18 (モクレン属)､ ＳＩ50 (クリ)､ ＳＮ93 (コナラ節)､ ＳＷ95 (クリ)､ ＳＷ96 (ク

リ) から採取された炭化材５点である｡

これら試料は､ 酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し､ 石墨 (グラファイト) に調整した

後､ 加速器質量分析計 (ＡＭＳ) にて測定した｡ 測定された14Ｃ濃度について同位体分別効果の補正

を行なった後､ 補正した14Ｃ濃度を用いて14Ｃ年代を算出した｡

３ 結果

第５表に､ 各試料の同位体分別効果の補正値 (基準値-25.0‰)､ 同位体分別効果による測定誤差を

補正した14Ｃ年代､ 14Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す｡

14Ｃ年代値 (yrBP) の算出は､ 14Ｃの半減期としてLibbyの半減期5,568年を使用した｡ また､ 付記

した14Ｃ年代誤差 (±１σ) は､ 計数値の標準偏差σに基づいて算出し､ 標準偏差 (One sigma) に

相当する年代である｡ これは､ 試料の14Ｃ年代が､ その14Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が68％である

ことを意味する｡
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測定番号
(測定法) 試料データ δ13CPDB

(‰)

14Ｃ年代
(yrBP±１σ)

14Ｃ年代を暦年代に較正した年代
暦年代較正値 １σ暦年代範囲

PLD-1133
(ＡＭＳ)

炭化物 No.1
ＳＩ18

(モクレン属)

－28.3 1225±30 cal AD 780 cal AD 725 － 740 (15.8％)
cal AD 770 － 785 (13.1％)
cal AD 790 － 830 (43.1％)
cal AD 840 － 870 (28.0％)

PLD-1134
(ＡＭＳ)

炭化物 No.2
ＳＩ50
(クリ)

－25.5 3420±30 cal BC 1735
cal BC 1710
cal BC 1695

cal BC 1750 － 1685 (96.2％)

PLD-1135
(ＡＭＳ)

炭化物 No.3
SN93

(コナラ節)

－26.2 2530±30 cal BC 765 cal BC 790 － 760 (30.9％)
cal BC 680 － 665 (14.7％)
cal BC 635 － 590 (37.2％)
cal BC 580 － 555 (17.2％)

PLD-1136
(ＡＭＳ)

炭化物 No.4
SW95
(クリ)

－27.0 1150±30 cal AD 890 cal AD 875 － 905 (29.8％)
cal AD 915 － 965 (59.9％)

PLD-1137
(ＡＭＳ)

炭化物 No.5
SW96
(クリ)

－27.0 1210±30 cal AD 780
cal AD 795
cal AD 800

cal AD 790 － 830 (50.4％)
cal AD 840 － 875 (42.7％)

第５表 放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果



なお､ 暦年代較正の詳細は､ 以下の通りである｡

暦年代較正

暦年代較正とは､ 大気中の14Ｃ濃度が一定で半減期が5,568年として算出された14Ｃ年代に対し､ 過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14Ｃ濃度の変動､ および半減期の違い (14Ｃの半減

期5,730±40年) を較正し､ より正確な年代を求めるために､ 14Ｃ年代を暦年代に変換することである｡

具体的には､ 年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い､ さらに珊瑚のU-Th年代と14Ｃ年代の比較､

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて14Ｃ年代と暦年代の関係を調べたデータにより､ 較正

曲線を作成し､ これを用いて較正暦年代を算出する｡

較正暦年代の算出にCALIB 4.3 (CALIB 3.0のバージョンアップ版) を使用した｡ なお､ 暦年代

較正値は14Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり､ １σ暦年代範囲はプログラム中の確率

法を使用して算出された14Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲である｡ カッコ内の百分率の値はその１

σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり､ 10％未満についてはその表示を省略した｡

４ 考察

各試料は､ 同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった｡ 暦年代較正した１σ暦年代範囲の

うち､ その確からしさの確率が高い年代範囲に注目すると､ ＳＩ18の炭化物はcal AD 790 - 830

(43.1％)､ ＳＩ50の炭化物はcal BC 1750 - 1685 (96.2％)､ ＳＮ93の炭化物はcal BC 635 - 590

(37.2%)､ ＳＷ95の炭化物はcal AD 915 - 965 (59.9％)､ ＳＷ96の炭化物はcal AD 790 - 830 (50.4％)､

それぞれより確かな年代値の範囲として示された｡

引用文献

中村俊夫 (2000) 放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の14Ｃ年代､ p. 3-20.

Stuiver, M. and Reimer, P.J. (1993) Extended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age Calibration Program,

Radiocarbon, 35, p.215-230.

Stuiver, M., Reimer, P.J., Bard, E., Beck, J.W., Burr, G.S., Hughen, K.A., Kromer, B.,McCormac, F.G., v. d.

Plicht, J., and Spurk, M. (1998) INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, 24,000-0 cal BP, Radiocarbon, 40, p.1041-

1083.
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― 37 ―



第２節 塞ノ神遺跡出土炭化材の樹種同定

植田 弥生 (パレオ・ラボ)

１ はじめに

ここでは､ 竪穴住居跡ＳＩ18・ＳＩ50､ 焼土遺構ＳＮ93､ 炭焼遺構ＳＷ95・ＳＷ96から出土した炭

化材の樹種同定結果を報告する｡ なお､ 各遺構の時期決定の補助・参考資料とするために､ 放射性炭

素年代測定が同一採取試料の一部破片を用いて行われている (別報)｡ 樹種同定は､ 放射性炭素年代

測定試料に用いた炭化材以外の破片も調べた｡

２ 炭化材樹種同定の方法

先ず､ 炭化材の横断面 (木口) を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をつける｡ アカガ

シ亜属・コナラ節・クヌギ節・クリは横断面の管孔配列が特徴的であり実体顕微鏡下の観察で同定可

能であるが､ それ以外の分類群については３方向の破断面 (横断面・接線断面・放射断面) を走査電

子顕微鏡で観察し同定を決定する｡ 走査電子顕微鏡用の試料は､ ３断面を５㎜角以下の大きさに整え､

直径１㎝の真鍮製試料台に両面テ－プで固定し､ 試料を充分乾燥させた後､ 金蒸着を施し､ 走査電子

顕微鏡 (日本電子㈱製 JSM-T100型) で観察と写真撮影を行った｡

３ 結果

各試料から検出された分類群を表１に示した｡ 検出された分類群は､ コナラ節・クリ・モクレン属・

キハダ・トネリコ属の５分類群で､ すべて落葉広葉樹材であった｡

以下に樹種同定の根拠とした材組織の観察結果を記載する｡

� コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus. subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版７

１ａ-１ｃ (ＳＮ93)

年輪の始めに大型の管孔が配列し､ 急に径を減じて薄壁で角形の非常に小型の管孔が火炎状に

第５章 自然科学分析
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試 料 番 号 遺 構 樹 種 備 考

№１ 竪穴住居跡 ＳＩ18 モクレン属 PLD-1133

キハダ

№2 竪穴住居跡 ＳＩ50 クリ PLD-1134

トネリコ属

№3 焼土遺構 ＳＮ93 コナラ節 PLD-1135

№4 炭焼遺構 ＳＷ95 クリ PLD-1136

№5 炭焼遺構 ＳＷ96 クリ PLD-1137

第６表 塞ノ神遺跡出土炭化材の樹種同定結果



配列する環孔材｡ 道管の穿孔は単一､ 内腔にチロ－スがある｡ 放射組織は単列のものと広放射組

織がある｡

コナラ節は暖帯から温帯の丘陵から山地に生育する落葉高木で､ カシワ・ミズナラ・コナラ・

ナラガシワがある｡

� クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科 図版７ ２ａ-２ｃ (ＳＷ96)

年輪の始めに大型の管孔が密に配列し､ やや急に径を減じて非常に小型の管孔が火炎状に配列

する環孔材｡ 道管の穿孔は単一､ 内腔にチロ－スがある｡ 放射組織は単列同性である｡

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である｡

� モクレン属 Magnolia モクレン属 図版７ ３ａ-３Ｃ (ＳＩ18)

小型の管孔が単独または２～数個が複合して散在する散孔材｡ 道管の壁孔は階段状､ 穿孔は主

に単一で階段穿孔も混じり､ 内腔には水平や弧状のチロ－スがある｡ 放射組織は異性､ １～２細

胞幅､ 平伏細胞と方形細胞が混在する｡

モクレン属は暖帯または温帯に分布する落葉性の高木または小高木である｡ 北海道以南の山地

に生育するホオノキ・コブシ､ 本州と九州に生育するタムシバなどがある｡

� キハダ Phellodendron amurense Rupr. ミカン科 図版８ ４ａ-４ｃ (ＳＩ18)

年輪界付近で剥がれやすい破片であったが､ 年輪の始めに大型の管孔が１～３層配列した後に

急に径を減じ､ 孔圏外では多数の非常に小型の管孔が接線方向に複合して斜状に分布している環

孔材｡ 道管の壁孔は小さく交互状､ 穿孔は単一､ 小道管にはらせん肥厚がある｡ 放射組織は同性､

３細胞幅の紡錘形､ 細胞高は15細胞高前後のものが多い｡

キハダは北海道以南の温帯の山地に生育する落葉高木である｡

� トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版８ ５ａ-５ｃ (ＳＩ50)

年輪の始めに大型の管孔が１～２層配列し､ 孔圏外には単独または放射方向に２個複合した小

型で厚壁の管孔が散在する環孔材｡ 道管の壁孔は小型で交互状､ 穿孔は単一､ 内腔にはチロース

がある｡ 放射組織は同性､ １～２細胞幅である｡

トネリコ属は､ 主に温帯に生育する落葉高木で､ シオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど

約９種ある｡

４ まとめ

竪穴住居跡ＳＩ18とＳＩ50からは､ それぞれ２分類群が検出されたがすべて異なる樹種であった

(第６表)｡ ＳＩ18とＳＩ50は､ 放射性炭素年代測定値の示す時期が奈良時代と縄文時代後期に相当し

て､ 時期に差がある｡ 中部地方以北では､ 縄文時代の竪穴住居跡からはクリが多く検出され､ 当遺跡

でもＳＩ50からはクリが検出された｡ しかし､ ＳＩ18からクリは､ 検出されなかった｡ いずれも小破

片の炭化材で本来の形状や用途は不明であり調査点数も少ないが､ 時期差により住居関連の木材使用

樹種に違いがあった可能性が示唆される｡ 一方､ ＳＩ18と近い時期の炭焼遺構ＳＷ95・ＳＷ96からは

クリが検出された｡ 時期により用途の変化はあったにせよ､ クリは当遺跡においても縄文時代から継

続して重要な資源木材であったと考えられる｡

第２節 塞ノ神遺跡出土炭化材の樹種同定
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第６章 まとめ

塞ノ神遺跡の発掘調査の結果､ 竪穴住居跡２軒､ 掘立柱建物跡１棟､ 柱穴列１列､ 溝跡６条､ 炭窯

３基､ 焼土遺構２基､ 土坑12基､ 柱穴様ピット13基を検出し､ 遺物は縄文土器､ 石器､ 土師器､ 須恵

器､ 石製品が出土した｡ 遺構の時代は竪穴住居跡1軒が縄文時代､ 古代には竪穴住居跡１軒､ 掘立柱

建物跡１棟､ 溝跡１条､ 土坑２基がある｡ 溝跡､ 土坑､ 柱穴様ピットは遺物が伴わず､ 時代不明もの

が多い｡

検出された古代の竪穴住居跡 (ＳＩ18) から出土した遺物をみてみると､ 土師器がほとんどを占め､

須恵器は坏の破片１点､ 甕の破片１点であり､ ９世紀頃に比定された｡ 放射性炭素年代測定の結果は

ＡＤ790～830という結果であった｡ 土師器では､ 甕が圧倒的に多く､ 口径12㎝､ 器高15㎝の小型の甕

が特に多い｡ この甕の口縁部は大きく外反していないものが多く､ 頸部にわずかなくびれをみせるが､

中には垂直に立ち上がるものもある｡ そのほか上部にロクロ､ 下部にケズリが施された長胴甕が出土

している｡ 土師器甕の胎土には２㎜前後の砂粒が含まれていて､ 同住居跡から出土した土師器坏に比

べ､ 粗い胎土が用いられている｡ ＳＩ18から出土した白色粘土の用途については､ 塞ノ神遺跡から南

へ約３㎞の十二林遺跡に類例がある｡ 十二林遺跡でも竪穴住居内から白色粘土が出土しており､ これ

については土器の原料として使用されたと考えられている｡ 十二林遺跡は須恵器窯､ 土師器焼成遺構､

轆轤ピットが検出され､ 土器生産を行っていた古代の集落跡であるが､ 塞ノ神遺跡でも土器の生産を

行っていた可能性を否定できないものと考える｡

縄文時代の遺物は､ 縄文時代中期と晩期の土器が出土している｡ 縄文時代中期の土器はＬＯ54グリッ

ドから同一個体が出土し､ 円筒上層ｄ～ｅに比定されるものである｡ 縄文晩期の土器は大洞Ｃ２に比

定され､ 標高の低い調査区中央部南側から出土している｡ 周辺に縄文時代の竪穴住居跡ＳＩ50が検出

されていることから､ この土器と住居跡は関連があるものと思われるが､ ＳＩ50内の炭化粒の科学分

析では縄文時代後期 (ＢＣ1750～1685) という結果が得られており､ 検討の余地がある｡

当遺跡の遺物は古代のものが多いが､ 古代の遺物が出土する区域は調査区内の北部に位置する竪穴

住居跡周辺から中央部南側の沢に向かって傾斜する区域に限られる｡ 塞ノ神遺跡の古代については､

北部に検出された竪穴住居跡から北西部に広がる平坦地に古代の集落が営まれた可能性が高いと考え

る｡

《参考文献》

秋田県教育委員会 『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－福田遺跡・石丁遺跡・蟹子

沢遺跡・十二林遺跡－』 秋田県文化財調査報告書第178集 1989 (平成元) 年
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塞ノ神遺跡遠景
(北東上空から)

基本層序 (北から)

調査終了状況
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ＳＩ18検出
(南から)

ＳＩ18完掘
(南から)

ＳＩ18遺物出土状況
(南東から)
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ＳＩ50完掘
(南東から)

ＳＢ60完掘
(南から)

ＳＡ61完掘
(南東から)



ＳＷ94完掘
(南から)

ＳＷ95完掘
(南から)

ＳＷ96完掘
(南から)
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ＳＩ18出土遺物 (１)
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ＳＩ18出土遺物 (２)
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遺構外出土遺物 (土器)
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遺構外出土遺物 (石器)
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図
版
７

塞ノ神遺跡炭化材樹種 (１)

１ａ コナラ節 (横断面)
ＳＮ93 bar：0.5㎜

１ｂ コナラ節 (接線断面)
ＳＮ93 bar：0.5㎜

１ｃ コナラ節 (放射断面)
ＳＮ93 bar：0.5㎜

２ａ クリ (横断面)
ＳＷ96 bar：1.0㎜

２ｂ クリ (接線断面)
ＳＷ96 bar：0.1㎜

２ｃ クリ (放射断面)
ＳＷ96 bar：0.5㎜

３ａ モクレン属 (横断面)
ＳＩ18 bar：0.5㎜

３ｂ モクレン属 (接線断面)
ＳＩ18 bar：0.5㎜

３ｃ モクレン属 (放射断面)
ＳＩ18 bar：0.1㎜



図
版
８

塞ノ神遺跡炭化材樹種 (２)

４ａ キハダ (横断面)
ＳＩ18 bar：0.5㎜

４ｂ キハダ (接線断面)
ＳＩ18 bar：0.1㎜

４ｃ キハダ (放射断面)
ＳＩ18 bar：0.1㎜

５ａ トネリコ属 (横断面)
ＳＩ50 bar：0.5㎜

５ｂ トネリコ属 (接線断面)
ＳＩ50 bar：0.1㎜

５ｃ トネリコ属(放射断面)
ＳＩ50 bar：0.1㎜



報 告 書 抄 録
ふ り が な さいのかみいせき

書 名 塞ノ神遺跡
副 書 名 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書
巻 次 �
シリーズ名 秋田県文化財調査報告書
シリーズ番号 第358集
編 著 者 名 藤田賢哉
編 集 機 関 秋田県埋蔵文化財センター
所 在 地 〒014－0802 秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋20番地 TEL (0187) 69�3331
発行年月日 西暦2003年３月
ふ り が な
所収遺跡名

ふ り が な
所 在 地

コ ー ド 北 緯
′゚″

東 経
′゚″

調査期間 調査面積
㎡

調査原因
市 町 村 遺跡番号

塞
さい

ノ
の

神
かみ

遺
い

跡
せき

秋
あき

田
た

県
けん

能
の

代
しろ

市
し

字
あざ

塞
さい

ノ
の

神
かみ

82－７外
ほか

05202 2－144 40°

９′

47″

140°

２′

54″

20010604

～

20010824

6,000㎡ 一般国道

７号琴丘

能代道路

建設事業

に係る事

前発掘調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

塞ノ神遺跡 集 落 跡
集 落 跡

縄文時代
平安時代

竪穴住居跡
竪穴住居跡
掘立柱建物跡
柱穴列
溝跡
炭窯
焼土遺構
土坑
柱穴様ピット

縄文土器・石器
土師器・須恵器

縄文時代と平安時
代の複合集落跡｡
縄文時代の遺構・
遺物は晩期が中心
だが､中期の土器
も出土している｡
平安時代の竪穴住
居跡は９世紀頃｡



秋田県文化財調査報告書第358集
塞ノ神遺跡

一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る
埋蔵文化財発掘調査報告書�

印刷・発行 平成15年３月
編 集 秋田県埋蔵文化財センター

〒014-0802 秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋20番地
電話0187(69)3331 FAX0187(69)3330

発 行 秋 田 県 教 育 委 員 会
〒010-8580 秋田市山王３丁目１番１号
電話018(860)5193 FAX018(860)5886

印 刷 株式会社 三 戸 印 刷 所




